
＜２００２年分東京医科歯科大学産科婦人科学教室業績＞ 
 
 
［原著］ 
 
1. Beppu M, Obayashi S, Aso T, Goto M and Azuma H: Endogenous nitric oxide synthase 
inhibitors in endothelial cells, endothelin-1 within the vessel wall and intimal 
hyperplasia in perimenopousal human uterine arteries. Journal of Cardiovascular 
Pharmacology, 2002;39:192-200 
 
2. Aso T: Quality of life : Asian Women and the Menopause. Women's Health and 
Menopause, New strategies improved quality of life, 2002:353-360 
 
3. Koi H, Zhang J, Makrigiannakis A, Getsios S, MacCalman D. C, Strauss Ⅲ F. J, and 
Parry S: The syncytiotrophoblast is a barrier to materofetal transmission of herpes 
simplex virus. Biology of Reproduction, 2002;67:1572-1579 
 
4. Sakata Y, Saegusa H, Zong S, Osanai M, Murakoshi T, Shimizu Y, Noda T, Aso T and 
Tanabe T: CaV2.3(α1E)Ca2+ channel participates in the control of sperm function. 
FEBS Letters, 2002;516:229-233 
 
5. Shirakata M, Terauchi M, Ablikim M, Imadome K, Hirai K, Aso T and Yamanashi Y: 
Novel Immediate-Early Protein IE19 of Human Cytomegalovirus Activates the Origin 
Recognition Complex I Promoter in a Cooperative Manner with IE72. Jounal of Virology, 
2002;76(7):3158-3167 
 
6. Zhao FY, Kuroiwa T, Miyasaka N, et al.: Ultrastructural and MRI study of the 
substantia nigra evolving exofocal post-ischemic neruronal death in the rats. 
Neuropathology, 2002;22:91-105 
 
7. Otsuka I, Kubota T and Aso T: Lymphadenectomy and adjuvant therapy in 
endometrial carcinoma: role of adjuvant chemotherapy. British Journal of Cancer, 
2002;87:377-380 
 
8. Otsuka I, Ono I, Akamatsu H, Sunamori M and Aso T: Pulmonary Metastasis from 
Endometrial Carcinoma. Journal of Gynecol Cancer, 2002;12:208-213 



 
9. Harada T, Kubota T and Aso T: Usefulness of CA19-9 versus CA125 for the diagnosis 
of endometriosis. Fertility and Sterility, 2002;78(4):733-739 
 
10. Loyaga R, Sakamoto S, Aso T, Yamauchi Y and Azuma H：Changes in the 
Responsiveness of Peripheral Resistant Vessels During Pregnancy of the Rat. 
Proceedings of 54th annual congress of the Japan society of Obstetrics and Gynecology, 
2002:39-44 
 
11. Hayano C, Koi H, Ogawa K, Nagata K, Matsumoto Y, Nakamura M and Aso T: 
Accumulation of CD16+ Cells with Secretion of Ksp37 in Decidua at the End of 
Pregnancy. American Journal of Reproductive Immunology, 2002;48:57-62 
 
12. 大島乃里子、山田善三、石橋智子、水口玲子、大塚伊佐夫、久保田俊郎、麻生武志：
Adenoma malignum との鑑別に苦慮した子宮内頸腺過形成の一例. 日本産科婦人科学会
東京地方部会会誌、2002;51(1):86-90 
 
13. 久保田俊郎：中高年女性の QOL -社会における中高年婦人の役割とトータルヘルス・
ケアのあり方-．東京母性衛生学会誌、2002;18(1): 36-40 
 
14. 篠原裕子、毛利素子、石橋智子、宮坂尚幸、麻生武志、田所学、小林剛、兵地信彦、山
脇真智：腎細胞癌合併妊娠の１例．日本産科婦人科学会東京地方部会会誌、2002；51（2）：
202-209 
 
15. 大島乃里子、坂田優、宮坂尚幸、坂本秀一、久保田俊郎、麻生武志：脳室腹腔シャント
機能不全のための腹膜外帝王切開術を行った１例. 日本産科婦人科学会東京地方部会会誌、
2002;51(3): 358-361 
 
16. 高英、別府正志、尾林聡、久保田俊郎、麻生武志：長期的なホルモン補充療法（HRT）
による骨密度の変化に関する検討．産婦人科の実際、2002；51（10）：1435-1439 
 
 
［総説］ 
 
1. 麻生武志：HRTと循環器疾患に関する大規模試験. 臨床婦人科産科、2002;56(1):52-55 
 



2. 麻生武志：女性のライフサイクル. 薬局、2002;53(3):1330-1335 
 
3. 麻生武志：わが国の少子高齢社会を考える. 東京母性衛生学会誌、2002;18(1):7-13 
 
4. 麻生武志：更年期女性の健康と更年期障害. 女性と心臓病、女性のライフスタイルの変
化と健康（４）、Cardiovascular Med-Surg、2002;4(2):165-170 
 
5. 麻生武志：ホルモン補充療法：HRT‐その中高年ヘルス・ケアにおける役割‐．臨床医
薬 2002；18（4）：491-499 
 
6. 麻生武志：ホルモン補充療法 その中高年ヘルス・ケアにおける役割．日本医師会雑誌、
2002；128（9）：1195-1198 
 
7. 麻生武志：更年期・老年期医療の動向．今月の臨床、更年期・老年期医療のピットフォ
ール、臨床婦人科産科、2002;56(11):1310-1314  
 
8. 久保田俊郎：5. 真菌性外陰炎．外陰疾患 -フローチャートによる診断と治療-、産科と
婦人科、2002;69(1): 26-31 
 
9. 久保田俊郎：１、機能性出血の定義とその分類、機能性出血の診断と治療．産科と婦人
科、2002;69(4): 409-414 
 
10. 久保田俊郎：子宮筋腫「EBMと産婦人科診療」．産婦人科の世界、2002；54(12):1183-1191 
 
11. 己斐秀樹：初期胚発育と接着分子．特集：生殖と接着分子、Hormone Frontier in 
Gynecology、2002；9（1）：39-44 
 
12. 宮坂尚幸 麻生武志：高安動脈炎患者の妊娠・出産. 特集：大動脈炎症候群をどう診る
か、Heart View、2002;6（3）:130-134 
 
13. 宮坂尚幸、麻生武志：研修医のための必修知識‐陣痛誘発. 日本産科婦人科学会雑誌、
2002;54:173-176 
 
14. 宮坂尚幸、麻生武志：研修医のための必修知識‐骨盤位牽出術．日本産科婦人科学会雑
誌、2002;54：177-181 
 



15. 宮坂尚幸、麻生武志：研修医のための必修知識‐吸引分娩．日本産科婦人科学会雑誌、
2002;54:182-185 
 
16. 宮坂尚幸、麻生武志：研修医のための必修知識‐鉗子分娩．日本産科婦人科学会雑誌、
2002;54:186-191 
 
17. 原田竜也、久保田俊郎、麻生武志：子宮内膜症の診断における腫瘍マーカーCA19-9の
意義．産婦人科の実際、2002；51(2): 275-279. 
 
18. 大塚伊佐夫、麻生武志：閉経後の出血．産婦人科治療、2002;84(5):530-533 
 
 
［著書］ 
 
1. 麻生武志：ホルモン補充療法．インフォームドコンセントのための図説シリーズ、医薬
ジャーナル社、2002 
 
2. 麻生武志：婦人科心身症および更年期障害．エッセンシャル産科学・婦人科学第 2版、
医歯薬出版、2002：283-289 
 
3. 久保田俊郎：月経前緊張症．今日の治療指針 2002年版、山口徹他編、医学書院、2002：
780 
 
4. 久保田俊郎 : 月経前緊張症．今日の治療指針 第５版、亀山正邦・高久史麿他編、医学
書院、2002:1607-1609 
 
5. 宮坂尚幸、田辺文子、麻生武志：vasogenic brain edemaにおける拡散テンソルの変化．
これでわかる拡散MRI、秀潤社、2002:118-119 
 
6. 宮坂尚幸、田辺文子、麻生武志：脳虚血における拡散テンソルの変化．これでわかる拡
散MRI、秀潤社、2002:120-121 
 
7. 宮坂尚幸、田辺文子、麻生武志：低酸素性虚血性脳症における拡散係数の変化．これで
わかる拡散MRI、秀潤社、2002:122-123 
 
8. 宮坂尚幸、田辺文子、麻生武志：ラット発達過程における拡散テンソルの変化．これで



わかる拡散MRI、秀潤社、2002:124-126 
 
9. 増田美香子、麻生武志：胎児の成長・発達 器官別にみた胎児の成長・発達とその障害
－内分泌系．新女性医学大系 29、中山書店、2002：253-264 
 
 
［冊子］ 
 
徳永昭輝、東舘紀子、前田光士、増田美香子、三上幹男（日本産婦人科医会勤務医部）：産

婦人科新入医局員増加のためのアンケート調査報告． 
 
 
［学会］ 
 
1. Koi H: Differential expression of heme oxygenase in human ovary. Vth Sapporo 
International Symposium on Ovarian Function, Sapporo, 2002.5 
 
2. Aso T: Asian dietary habits and clinical relevance. The 10th World Congress on the 
Menopause, Berlin, 2002.6 
 
3. Miyasaka N: Diffusion tensor changes in vasogenic and cellular brain edema in cats. 
brain edema, Hakone, 2002  
 
4. Tanabe F, Miyasaka N, Aso T: Effects of Estrogen treatment on memory of female rats. 
The 10th World Congress on the Menopause, Berlin, 2002.6 
 
5. Tanabe F, Miyasaka N, Aso T: Multi-parametric MR measurements of developingand 
aging rat brain. The 10th World Congress on the Menopause, Berlin, 2002.6 
 
6. Akiyoshi M, Owa Y, Kikuchi Y, Sugiyama M, Noji A, Minowa H, Miyasaka N, Aso T: 
Evaluation of the systematic health and nutritional education program by menopausal 
out-patient clinic. The 10th World Congress on the Menopause, Berlin, 2002.6 
 
7. Munire M, Shimizu Y, Sakata Y, Minaguchi R, Aso T: Relationship between 
hyperactivation and intracellular calcium of human sperm. Vienna, Austria, 2002.6 
 



8. Loyaga R, Sakamoto S, Aso T, Yamauchi Y, Azuma H：Endothelium-dependent 
relaxation of peripheral vessels during pregnancy of the rat, role of NO and EDHF. 
XIVth World Congress of Pharmacology, San Fransisco, 2002.7 
 
9. Sakamoto S, Loyaga R, Wakabayashi A, Harada M, Aso T, Azuma H：Gestational 
changes in endothelium-dependent relaxation of the rat aorta. XIVth World Congress of 
Pharmacology, San Fransisco, 2002.7 
 
10. Mabuchi S, Aso T: Effect of Dialogue Therapy for Patients with Dryness of Mouth 
Caused by Autoimmune Diseases. 10th Congress of the Asian College of Psychosomatic 
Medicine, Taipei, 2002.9 
 
11. Aso T：A Society of Longevity: From where it has come and where will it go. Egon 
Diczfalusy Lecture for the year 2002, Sweeden, 2002.11 
 
12. 麻生武志：女性のヘルス・ケアにおける性成熟期．妊娠・出産・産褥期の意義．鹿児島
市立病院周産期医療センター 新生児セミナー、鹿児島、2002.1 
 
13. 原田竜也、久保田俊郎、麻生武志：子宮内膜症の診断における CA19-9の有用性に関す
る検討．第２３回エンドメトリオーシス研究会、東京、2002.1 
 
14. 麻生武志：中高年医療の現状と展望．第 2回産婦人科基本問題研究会、京都、2002.1 
 
15. 久保田俊郎：中高年女性の QOL向上のための提言 ‐更年期からのトータルヘルス・
ケアのあり方‐．生体防御研究協会研修会、東京、2002.2 
 
16. 早野知加子、己斐秀樹、久保田俊郎、麻生武志、松本幸恵、中村正孝（疾患遺伝子研究
センター）、小川一行、永田欽也（ビー・エム・エル研究開発部）：妊娠後期母体末梢血中

で細胞障害性リンパ球から産出されるタンパクが増加している．第２２回四教室合同研究

会、東京、2002.2 
 
17. 別府正志：閉経期子宮動脈における内皮細胞内内因性 NOS阻害物質、血管壁中エンド
セリン?１、及び内膜肥厚の関連について．第１回加齢と代謝研究会、東京、2002.2 
 
18. 麻生武志：中高年女性の健康管理．平成 13 年度看護婦全国研修会プログラム、東京、
2002.2 



 
19. 泉研一、吉木尚之、坂田優、己斐秀樹、坂本秀一、清水康史、久保田俊郎、麻生武志：
Ultra long protocol で IVF-ETを行い妊娠・出産した子宮腺筋症の１症例．第 125回日本
不妊学会関東地方部会、東京、2002.2 
 
20. 麻生武志：更年期に変わる女性のこころとからだ．千葉県保健所「女性のための健康教
室」、東京、2002.3 
 
21. 清水康史、坂本秀一、己斐秀樹、久保田俊郎、麻生武志：IVF-ETプログラムにおける
GnRHアナログの投与法の検討．第３回 GnRH臨床セミナー、東京、2002.3 
 
22. レンゾ・ロヤガ、坂本秀一、麻生武志、山内志真、東洋：妊娠の進行に伴う末梢血管抵
抗の変化と NOの関与．第 75回日本薬理学会年会、熊本、2002.3 
 
23. 石橋智子、尾林聡、坂本秀一、麻生武志、東洋：ラット頸動脈傷害後の内膜肥厚形成は
卵巣摘出によって増悪しエストロゲン補充によって回復する．第 75 回日本薬理学会年会、
熊本、2002.3 
 
24. 篠原裕子、石橋智子、毛利素子、宮坂尚幸、麻生武志、田所学、小林剛、兵地信彦：腎
細胞癌合併妊娠の１例．第 321回日本産科婦人科学会東京地方部会例会、東京、2002.3 
 
25. 麻生武志：更年期からの女性の健康‐老化の性差．女性健康セミナー ‐中高年女性の
身体的健康、東京、2002.4 
 
26. 麻生武志：ランチョンセミナー：女性の加齢と脂質代謝．第 54回日本産科婦人科学会
学術講演会、東京、2002.4 
 
27. 己斐秀樹、原田竜也、吉木尚之、久保田俊郎、麻生武志：carbon monooxide (CO)/heme 
oxygenase (HO) 系は extravillous trophoblast(EVT)の増殖・アポトーシスを局所で調節す
る因子である．第 54回日本産科婦人科学会学術講演会、東京、2002.4 
 
28. 宮坂尚幸：MRI拡散強調画像による脳白質浮腫性病変の描出に関する研究．第 54回日
本産科婦人科学会学術講演会、東京、2002.4 
 
29. 坂田優、清水康史、水口玲子、ミルハスムムニレ、久保田俊郎、麻生武志：電位依存性
カルシウムチャネル(α1Eチャネル)はマウス精子の運動パターンに関与する．第 54回日本



産科婦人科学会学術講演会、東京、2002.4 
 
30. 寺内公一、早野知加子、己斐秀樹、麻生武志：HCMV 感染が絨毛外栄養膜細胞に与え
る影響について．第 54回日本産科婦人科学会学術講演会、東京、2002.4 
 
31. 田辺文子、宮坂尚幸、麻生武志：卵巣摘出ラット空間学習能に対するエストロゲン、プ
ロゲステロンの影響．第 54回日本産科婦人科学会学術講演会、東京、2002.4 
 
32. 久保田健、森田育夫、久保田俊郎、室田誠逸、麻生武志：妊娠・分娩時における新規プ
ロスタグランジンＥ2 合成酵素の発現．第 54 回日本産科婦人科学会学術講演会、東京、
2002.4 
 
33. レンゾ・ロヤガ、坂本秀一、麻生武志、山内志真、東洋：Changes in the Responsiveness 
of Peripheral Resistant Vessels During Pregnancy of the Rat.第 54回日本産科婦人科学会
学術講演会、東京、2002.4 
 
34. 山田善三、久保田俊郎、麻生武志：胎盤栄養膜細胞のアポトーシス及び増殖能と母体年
齢の関係．第 54回日本産科婦人科学会学術講演会、東京、2002.4 
 
35. 早野知加子、己斐秀樹、久保田俊郎、麻生武志：臍帯血中の血清タンパク Ksp37 と臍
帯血リンパ球の細胞性免疫能に関する研究．第 54回日本産科婦人科学会学術講演会、東京、
2002.4 
 
36. 大塚伊佐夫、久保田俊郎、麻生武志：早期卵巣癌の予後因子とリンパ節摘出の効果．第
54回日本産科婦人科学会学術講演会、東京、2002.4 
 
37. 麻生武志：生殖医療の現状と展望 命と人の誕生と発達．東京医科歯科大学臨床医学フ
ロンティア、東京、2002.4 
 
38. 麻生武志：基調講演：美しく豊かな加齢のために．第１回女性のための抗加齢医学研究
会、東京、2002.5 
 
39. 麻生武志：女性へのホルモン補充療法の現状と展望．第 2回日本抗加齢医学研究会シン
ポジウム、横浜、2002.5 
 
40. 大島乃里子、石澤麻衣子、平田美佐子、坂田優、宮坂尚幸、坂本秀一、久保田俊郎、麻



生武志、寿美田－貴、鳥山英之、大野善久郎（脳神経機能外科学）：脳室腹腔シャント機能

不全のため腹膜外帝王切開術を行った１例. 第 322 回日本産科婦人科学会東京地方部会例
会、東京、2002.5 
 
41. 岩原由樹 坂田優 宮坂尚幸 大塚伊佐夫 久保田俊郎 麻生武志：抗リン脂質抗体症候群
合併妊娠に関する臨床的検討．第 20回東京母性衛生学会、東京、2002.5  
 
42. 麻生武志：女性の生涯にわたる健康支援に望まれること．ウィメンズヘルスセミナーin
千葉、千葉、2002.5 
 
43. 清水康史、麻生武志：月経のしくみと月経異常．ウィメンズヘルスセミナーin 千葉、
千葉、2002.5 
 
44. 麻生武志：中高年女性のヘルスケアについて．岩手県水沢医師会学術講演会、岩手、
2002.5 
 
45. 麻生武志：中高年女性の健康管理．日本産科婦人科学会埼玉地方部会／埼玉産婦人科医
会平成 14年度前期学術集会、埼玉、2002.6 
 
46. 久保田俊郎：生殖内分泌．シンポジウム「産婦人科における EBM を考える」、第 103
回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会、東京、2002.6 
 
47. 水口恵理子、吉木尚之、坂田優、宮坂尚幸、坂本秀一、久保田俊郎、麻生武志：ホルモ
ン補充療法中に子宮体癌を発症した３症例の検討．第 103 回日本産科婦人科学会関東連合
地方部会、東京、2002.6 
 
48. 関口将軌、石橋智子、増田美香子、大塚伊佐夫、渡邉真夕、麻生武志：脊髄硬膜転移を
認めた臨床的絨毛癌の一例．第 103回日本産科婦人科学会関東連合地方部会、東京、2002.6 
 
49. 麻生武志：中高年女性の医療とホルモン補充療法．葛飾区産婦人科医会講演会、東京、
2002.6 
 
50. 東舘紀子、長田久文、小笹宏、栃木武一、増田美香子、和田裕一、神谷直樹、栗林靖、
安達知子、西島正博：急増する女性医師への対応‐日本産婦人科医会のとりくみと提言‐．

第 27回日本外科系連合学会学術集会、岡山、2002.6 
 



51. 麻生武志：これからの女性医療を考える 女性の生涯を通じてのヘルス・ケア．旭中央
病院講演会、2002.7 
 
52. 己斐秀樹：緊急避妊を理解するための基礎‐その１、着床（implantation）と避妊
（contraception/interception）．緊急避妊セミナー、日本家族計画協会クリニック、東京、
2002.7 
 
53. 大塚伊佐夫、麻生武志：臨床症候を呈したホルモン産生卵巣腫瘍についての検討．第
32回日本婦人科腫瘍学会、小倉、2002.7 
 
54. 麻生武志：いい夫婦の更年期．いい夫婦のクオリティー・オブ・ライフ・セミナー、東
京、2002.7 
 
55. 馬渕茂樹、麻生武志：対話療法が著効を示した皮膚筋炎の１例．第 31回日本女性心身
医学会、東京、2002.8 
 
56. 麻生武志：特別講演：中高年女性のヘルスケアとホルモン補充療法．日本産科婦人科学
会富山地方部会、富山、2002.8 
 
57. 田辺文子、宮坂尚幸、久保田俊郎、麻生武志：卵巣摘出ラット空間学習能に対するエス
トロゲン、プロゲステロンの影響．第 23回四教室合同研究会、東京、2002.8 
 
58. 松本華苗、谷口義実、宮坂尚幸、石橋智子、久保田俊郎、麻生武志、脇本浩明、青柳傑、
大野喜久郎（脳神経外科）：妊娠中に脳幹出血を発症した 1例．第 323回日本産科婦人科学
会東京地方部会例会、東京、2002.9 
 
59. 麻生武志：HRTと乳癌．第 1回日本産婦人科乳癌研究会、東京、2002.9 
 
60. 大輪陽子：「知って安心！更年期の話」更年期の心身をケアする食生活．目黒区健康推
進課健康づくり係主催健康学習、東京、2002.10 
 
61. ミルハスムムニレ、清水康史、坂田優、水口玲子、麻生武志：プロゲステロン添加によ
る精子細胞内カルシウムイオン濃度（［Ca+2］i）の変化と hyperactivation, acrosome 
reactionの関係．第 20回日本受精着床学会学術講演会、岐阜、2002.10 
 
62. 坂田優、清水康史、水口玲子、久保田俊郎、麻生武志：電位依存性 Ca2+チャネル(α1E



チャネル)はマウス精子の運動パターンに関与する．第 47回日本不妊学会学術講演会、岐阜、
2002.10  
 
63. 原田竜也、己斐秀樹、久保田俊郎、麻生武志：ヒト卵巣における Heme Oxygenase の
発現に関する検討．第 47回日本不妊学会学術講演会、岐阜、2002.10 
 
64. 大輪陽子：生活習慣と体‐食べぐせについて‐ 生活習慣と体‐栄養バランス‐．中央
学院大学秋期オープン講座＜家族の健康学＞、千葉県、2002.10 
 
65. 麻生武志：中高年女性のヘルスケアとホルモン補充療法．日本産婦人科医会宮城県支部
学術講演会、仙台、2002.10 
 
66. 大塚伊佐夫、小坂元宏、麻生武志：子宮体癌での CA125の予後推定および再発の早期
発見における意義．第 40回日本癌治療学会、東京、2002.10 
 
67. 小坂元宏、大塚伊佐夫、麻生武志：子宮頸部の嚢胞性疾患の診断．第 40回日本癌治療
学会、東京、2002.10 
 
68. 麻生武志：中高年女性保健概論．まとめ．第 22 回中高年女性保健セミナーコースⅡ、
東京、2002.10 
 
69. 金順熙、平田美佐子、高橋慎治、坂本秀一、麻生武志：成人 Still 病合併双胎妊娠で妊
娠経過中肝機能の悪化を認めた症例．第104回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会、
2002.10 
 
70. 荒木春奈、若菜公雄、金子みすず、高嶺智子、篠原裕子、己斐秀樹、久保田俊郎、麻生
武志：妊娠中に深部静脈血栓症を発症し帝王切開前に下大動脈フィルターを挿入した一例．

第 104回日本産科婦人科学会関東連合地方部会総会、2002.10 
 
71. 田辺文子、宮坂尚幸、久保田俊郎、麻生武志：卵巣摘出ラット空間学習能に対するエス
トロゲン、プロゲステロンの影響．第 17回日本更年期医学会学術集会、鹿児島、2002.10 
 
72. 秋吉美穂子、大輪陽子、杉山みち子、木村哲也、森谷敏夫、宮坂尚幸、久保田俊郎、麻
生武志：更年期女性の自律神経機能の新しい評価法に関する研究．第 17回日本更年期医学
会学術集会、鹿児島、2002.10 
 



73. 秋吉美穂子、更年期外来における栄養管理サービス（Nutrition Care and 
Management :NCM）．第 17回日本更年期医学会学術集会、鹿児島、2002.10 
 
74. 麻生武志：豊かで健やかな更年期‐更年期障害への対応‐．東京医科歯科大学公開講座
「健康を守る（Ⅲ）」‐すこやか人生‐、東京、2002.1 
 
75. 麻生武志：特別講演：女性のヘルスケアにおけるホルモン補充療法：その現状と展望．
第８３回日本美容外科学会、横浜、2002.11 
 
76. 寺内公一、早野知加子、己斐秀樹、麻生武志：ヒトサイトメガロウイルスは妊娠初期
extravillous trophoblastの機能と免疫学的特性を変化させる．第 10回日本胎盤学会学術集
会、福岡、2002.11 
 
77. 己斐秀樹、原田竜也、寺内公一、久保田俊郎、麻生武志：ヒト extravillous trophoblast 
(EVT) における prothrombinase (FGL2) の発現．第 10 回日本胎盤学会学術集会、福岡、
2002.11 
 
78. 麻生武志：我が国におけるこれからのホルモン補充療法 Women's Health 
Initiative：WHIの報告を受けて．K-ネットカンファランス、東京、2002.11 
 
79. 麻生武志：女性のからだとこころ‐更年期でどう変わる？‐．平成 14年度市川保健所
管内食生活改善推進委員研修会、千葉、2002.11 
 
80. 寺内公一、白形正樹、反町典子、烏山一、山梨裕司、麻生武志：胎盤栄養膜細胞MHC
クラス I分子のヒトサイトメガロウィルス感染抵抗性．第 32回日本免疫学会学術集会、東
京、2002.12 
 
81. 原田竜也、己斐秀樹、久保田俊郎、麻生武志：ブタ卵巣における Heme Oxygenaseの
発現とステロイド産生能に与える影響に関する検討．第 7回日本生殖内分泌学会、2002.12 
 
82. 高橋慎治、小坂元宏、麻生武志：子宮頸部の嚢胞性疾患の診断．第 6回産婦人科臨床フ
ォーラム、東京、2002.12 
 
83. 佐藤大悟、平田美佐子、小坂元宏、坂田優、谷口義実、久保田俊郎、麻生武志：再発を
来した顆粒膜細胞腫Ⅰa期の 2例．第 324回日本産科婦人科学会東京地方部会例会、東京、
2002.12 



 
84. 清水康史、麻生武志：こんなはずではなかった不妊治療．第１回お茶の水ウィメンズメ
ンタル研究会、東京、2002.12 


